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２ 年齢別人口 

 65歳以上人口の割合は上昇が続き，初めて27％を超える  

我が国の人口ピラミッドは，近年，出生児数が第２次ベビーブーム期（昭和46年 

～49年）をピークとして減少傾向が続いていることを反映し，二つのベビーブーム 

期の人口が膨らんだ形となっている。 

 

年齢３区分別にみると，15歳未満人口は1578万人で前年に比べ16万５千人の減少， 

15～64歳人口は7656万２千人で前年に比べ72万人の減少となったのに対し，65歳以 

上人口は3459万１千人で前年に比べ72万３千人の増加となった。 

なお，75歳以上人口は1690万８千人で58万６千人の増加となり，平成27年に引き 

続き，15歳未満人口を上回っている。              （図５，表４） 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 我が国の人口ピラミッド(平成28年10月１日現在) 
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うち うち
75歳以上 75歳以上

昭和25年 83,200 29,430 49,661 4,109 1,057 35.4 59.7 4.9 1.3

　　30 89,276 29,798 54,730 4,747 1,388 33.4 61.3 5.3 1.6

　　35 93,419 28,067 60,002 5,350 1,626 30.0 64.2 5.7 1.7

　　40 98,275 25,166 66,928 6,181 1,874 25.6 68.1 6.3 1.9

　　45 103,720 24,823 71,566 7,331 2,213 23.9 69.0 7.1 2.1

　　50 111,940 27,232 75,839 8,869 2,842 24.3 67.7 7.9 2.5

　　55 117,060 27,524 78,884 10,653 3,661 23.5 67.4 9.1 3.1

　　60 121,049 26,042 82,535 12,472 4,713 21.5 68.2 10.3 3.9

平成２年 123,611 22,544 86,140 14,928 5,986 18.2 69.7 12.1 4.8

　　７ 125,570 20,033 87,260 18,277 7,175 16.0 69.5 14.6 5.7

　　12 126,926 18,505 86,380 22,041 9,012 14.6 68.1 17.4 7.1

　　17 127,768 17,585 84,422 25,761 11,639 13.8 66.1 20.2 9.1

　　18 127,901 17,435 83,731 26,604 12,166 13.6 65.5 20.8 9.5

　　19 128,033 17,293 83,015 27,464 12,703 13.5 65.0 21.5 9.9

　　20 128,084 17,176 82,300 28,216 13,218 13.5 64.5 22.1 10.4

　　21 128,032 17,011 81,493 29,005 13,710 13.3 63.9 22.7 10.8

　　22 128,057 16,839 81,735 29,484 14,194 13.1 63.8 23.0 11.1

　　23 127,834 16,705 81,342 29,752 14,708 13.1 63.6 23.3 11.5

　　24 127,593 16,547 80,175 30,793 15,193 13.0 62.9 24.1 11.9
　　25 127,414 16,390 79,010 31,898 15,603 12.9 62.1 25.1 12.3

　　26 127,237 16,233 77,850 33,000 15,917 12.8 61.3 26.0 12.5

　　27 127,095 15,945 77,282 33,868 16,322 12.5 60.8 26.6 12.8

　　28 126,933 15,780 76,562 34,591 16,908 12.4 60.3 27.3 13.3

人    口  （千人） 総人口に占める割合 　(％)

総　　数
年　　次

15歳未満 15～64歳 65歳以上 15歳未満 15～64歳 65歳以上

総人口に占める割合をみると，15歳未満人口が12.4％，15～64歳人口が60.3％，

65歳以上人口が27.3％，75歳以上人口が13.3％となった。前年に比べると，15歳未

満人口，15～64歳人口がそれぞれ0.1ポイント，0.5ポイント低下し，65歳以上人口，

75歳以上人口がそれぞれ0.7ポイント，0.5ポイント上昇している。 

総人口に占める割合の推移をみると，15歳未満人口は，昭和50年（24.3％）以降 

一貫して低下を続け，平成28年（12.4％）は過去最低となっている。15～64歳人口 

は，昭和57年（67.5％）以降上昇していたが，平成４年（69.8％）にピークとなり， 

その後は低下を続けている。 

一方，65歳以上人口は，昭和25年（4.9％）以降一貫して上昇が続いており，平

成28年には27.3％と初めて27％を超え，過去最高となった。 

 なお，75歳以上人口も昭和25年（1.3％）以降上昇を続け，平成28年は13.3％で

過去最高となった。                                           （図６，表４）  

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 年齢３区分別人口の割合の推移（昭和25年～平成28年） 

注）各年10月1日現在。昭和25年～平成17年，22年及び27年は国勢調査人口（年齢不詳をあん分した人口）による。

昭和45年までは沖縄県を含まない。 

表４ 年齢３区分別人口の推移（昭和25年～平成28年）
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